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今不口6年度 岡山県立倉敷天城高等学校 普通科・理教科 3年 シラバス

教科名 科 目名 (校内名称 ) 単位数 教  材

英 語
英語コミュニケーションⅢ

(L英 コミュ)

3

教科書 :LANDMARK Communicotton English Ⅲ[啓林館 ]

副教材 :Aim High VoI.I(美 誠社 )

学習の

ね らい

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ、5つの領域 (聞 くこと,読むこと,話すこと

(や り取り)・ 話すこと(発表)・ 書くこと)に おいて言語活動及びこれらを結び付けた統合的な言語活動を通
して、情報や考えなどを的確に理解したり、迫切に表現したり伝え合ったりするコミュニケーションを図る資

質・能力を巷う。

① 外国語の4技能について、実際のコミュニケーシヨンにおいて活用できる矢口識・技能を身に付ける。

外国語の学習を通 して、言語の働きや役割などを理解できるようにする。(矢口識・技能)

② 場所・目的・状況などに薦じて、日常的・社会的な話題について、情報や考えなどを外国語で的確
に理解したり迫切に伝え合ったりできるようにする。(思考力・判断力・表現力)

③ 外国語の背景にある文化に対して理解を深め、聞き手・読み手・話し手・書き手に配慮しながら、外国語で

聞いたり、読んだりしたことを活用して自分の意見や考えなどを話したり書いたりしようとしている。(主体性 )

授業形態

ア ドバイス

な ど

Lコースの授業です。3年次の英語コミュニケーションⅢの授業は,1・ 2年次で学習した内容を発展させたものに

なります。
「・2年で学習した内容で理解できていないところがあると英語コミュニケーションⅢではわからないと

ころが増えてしまいます。復習も兇ずX要です。昔読をしっかりしましょう。また,提 出物は期 F艮 を守って下さい。そ

のためには,計画的な取り組みが挺妥です。

評価の観点 矢口識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

国語の 4技能について、実際のコ 場所・目的・】犬況などに応じて、日常

ミュニケーションにおいて活用できる 1的・社会的な話題について、情報や

識・技能を身に付けている。外国 えなどを外国語で的確に理解した

学習を通して、言語の働きや役 り、適切に伝え合ったりしている。

などを理解している。

′卜国語の背景にぁる文化に対して
: 理解を深め、聞き手・読み手・話し

書き手に配慮しながら、外国語

いたり、読んだりしたことを活用

して自分の意見や考えなどを聞いた

り、読んだり、話したり書いたりしよ

うとしている。

育てたい生徒像

(資 質・能力)

との関連

協働力 :多様な他者とコミュニケ

ーションをとり協力する力

省察力 :自 らの行動を振 り返 り改

善 し前に踏み出すカ

教養力 :幅広い教養と課題発見

解決のためめ矢口識・技能

忌考力 :論理的に考え,批判的に

掘 り下げ,創造する力

表現力 :思考・判断の結果や経過

をわかりやすく伝えるカ

主な

評価方法

iO授業・発表態度の観察

iOプレゼンテーションの観察

10提出課題の点検

O定期考査

O課題考査

O小テス ト

O授業・発表内容の観察

○提出課題の点検

O定期考査

O課題考査

○小テス ト

O授業 ・発表内容の観察

○提出課題の点検



学期 学習内容
学習の到達 目標

矢口識・技能   1  思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

通
期

L.MoL 3   Soving  Our
Treasures from the Seo

A.H.L9肉の消費と環境問

題

L.M.L6  」ose
The  Worid's
Presiden十

Mttin。 :

Poorest

LoM.L4 Men's Brolns vs.

Women's Brains

A.H.L10座 り込み運動

L.M.L5
Politicoi Correciness

A.HiL1 1お もちゃの歴史

A.H.L12ネ アンデルタール

人の骨

L.M.L7 Where Did Dogs
Come from?

A.H.Li3科学者の信頼

L.M.L9   Extinction of

Lgnguoge

世界遺産ベニスと厳島

神社を支える科学技術
について概要や詳細を

理解する。

・肉の消費が環境 を害す

る行動となり得ることを

理解する。

・近年の非常に強い雨が

降る暮らしをする上で何

ができるか、読んだことを

基に、話したり書いたりし

て表現することができる。

・人間が地球環境 に与え

る負荷について、読んだこ

とを基 に、話 したり書 いた

りして表現することができ

る。

・ステレオタイプの要因や

それを克服する方法につ

いて、読んだことを基に、

話したり書いたりして表現

することができる。

人種 差別 について読ん

だことを基に、話 したり

書いたりして表現するこ

とおヾできる。

・差別や偏見のない中立

的な用語に関して、読

んだことを基に、話した

り書いたりして表現する

ことわヾて
ヾ
きる。

・現代のおもちゃに関して

読んだことを基に、話した

り書いたりして表現するこ

とがて
｀
きる。

・今日の日本人が幸せか

について、話したり書いた

りして表現することができ

る。

・骨からわかる彼らの進化

についてどう思うか、話し

たり書いたりして表現する

ことわヾて
｀
きる。

・生き残るために適應した

り,絶減の危機に瀕してい

る動物について、話し

たり書いたりして表現する

ことができる。

・現代の生活を支える科

学について、話したり書い

たりして表現することがで

きる。

・言語が絶減の危機にあ

る理由について、話したり

書いたりして表現すること

おヾできる。

未来の世代にどのような

無形遺産 を保存 したい

かについて自分の考え

を言苦して伝えることがで

きるようにする。

。人間が地球環境に与え

る負荷にういて自分の

考えを話して伝えること

わヾできるようにする。

ステレオタイプの要因や

それを克服する方法に

ついて、自分の考えを話

して伝えることおヾできる

ようにする。

・座り込み運動について

自分の考えを話して伝える

ことおヾできるようにする。

。別や偏見のない中立的

な用語に関して、自分の

考えを話して伝えること

おヾできるようにする。

|・ 現代のおもちゃに関して

自分の考えを話して伝える

ことがて
ヾ
きるようにする。

。今日の日本が幸せかに

ついて自分の考えを話し

てイ云えることができるよう

にする。

・DNAの研究について

自分の考えを話し

てイ云えることができるよう

にする。

・もしもペット|こ なるなら、

どのような動物や飼い主

がよいか自分の考えを話

して伝えることができるよ

うにすると

・現代の生活を支える科

学について、自分の考えを

話して伝えることができる

ようにする。

・英語は少数言語にとって

代わるべきかにっぃて、自

分の考えを話して伝えるこ

とわヾて
｀
きるようにする。

。「男女の脳 の違 いは本

当にあるのか」につぃ

て概要や詳細 を理解す

る。

・人種差別 を禁 じる公 民

権法について概要や詳

細を理解する。

・差別や偏見のない中立

的な用語の利点と問題

点について概要や詳細

を理解する。

千年前のおもちゃから現

代のおもちゃへの変化

について概要や詳細を

理解する。

・「世界一貧しい大統領」

と呼ばれたホセ・ムヒカに

ついて概嬰や詳細を理解

する。

・ネアンデルタール人の骨

から明らかになることにつ

いて概要や詳細を理解す

る。

・「オオカミがどのように進

化して犬が生まれたの

か」を解き明かす研究の

概要や詳細 を理解す

る。

・科学者による徹底的な

検証により科学は誠実で

あり続けることについて概

要や詳細を理解する。

・文化や伝統そのもので

ある言語絶減の危機につ

いて、概要や詳細を理解

する。



A.H.L14宇 宙飛行士

LoM.L10 Light Po‖ ution

a

A.H.L,5フューチャーライブ

ラリ‐|

A.H.L:6還屈

。現代の宇宙飛行士につ

いて概要や詳細を理解す

る。

・宇宙開発について、話し

たり書いたりして表現する

ことができる。

・宇宙開発や NASAの取

り組みについて、自分の考

えを話してイ云えることがで

きるようにする。

・光害がもたらすさまざま

な問題点について、概要

や詳細を理解する。

・夜を守るためにできる行

動について、話したり書い

たりして表現することがで

きる。

・明るい夜と暗い夜のどち

らが女子ましいか自分の考

えを話して伝えることおヾで

きるようにする。

・フューチャーライブラリー

とは何か、その目的は何

かについて概要や詳細を

理解する。

・紙の本を未来に残す取

り組みについて、話したり

書いたりして表現すること

おヾできる。

・紙の本を未来に残す取

り組みについて、自分の考

iえを話して伝えることがで

きるようにする。

・退屈すると人は糖や脂

肪の多い食べ物を求め、

現代では不健康な食品選
びにつながりうることにつ

いて概要や詳細を理解す

る。

・現代の食について、話し

たり書いたりして表現する

ことができる。

・現代の食につぃて、自分
の考えを話して伝えること

ができるよう|こする。

備考



今和 6年度 岡山県立倉敷天城高等学校 普通科・理数科 3年 シラバス

教科名 科 目名 (校 内名称 ) 単位数 教 材

英 語
英語コミュニケーションⅢ

(R英 コミュ)

3
教科書

副教材

LANDMARK Communicolion English Ⅲ (啓オ本館)

NEO現代を読む(tヽ いずな書店)

学習の

ねらい

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ、以下の 5うの領域において言語活動及び

これらを結び付けた統合的な言語活動を通して、情報や考えなどを的確に理解したり、適切に表現したり伝

え合ったりするコミュニケーションを図る資質・能力を養う。

① 外国語の4技能について、実際のコミュニケーションにおいて活用できる矢口識・技能を身に付ける。

外国語の学習を通して、言語の働きや役割などを理解できるようにする。(次口識・技能)

② 場所・目的・状況などに痣じて、日常的・社会的な話題について、情報や考えなどを外国語で的確
に理解したり迪切に伝え合ったりできるようにする。(思考力 :判断力・表現力)

③ 外国語の背景にある文化に対して理解を深め、聞き手・読み手・話し手・書き手に配慮しながら、外国語で

聞いたり、読んだけしたことを活用して自分の意見や考えなどを話したり書いたりしようとしている。(主体性)

授業形態

ア ドバイス

な ど

Rコ ースの授業です。2年次の英語コミュニケーションⅢの内容をさらに発展させたものです。徹底的に反復学習

しましょう。予習・授業・復習という学習スタイルが入試を攻略する英語力につながります。すぐに辞書に頼らず

に,入試さながらに,ま ずは,自 力のみで英文を読む習慣をつけましょう。速読,パラグラフリーディングなど,多 量

の英文を速く正確に読み,要 旨をつかむ練習をしていきましょう。

評価の観点 矢口識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取 り組む態度

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

国語の 4技能について、実際のコ :場所 目白|・ 状況などに薦じて、日常 汐卜国語の背景にある文化に対 して

ミュニケーションにおいて活用できる 拍9・ 社会的な話題について、情報や 1 理解を深め、聞き手・読み手・話し

技能を身に付けている。外国 1考 えなどを外国語で的確に理解した I手・書き手に配慮しながら、外国語

学習を通して、言語の働きや役 iり 、適切に伝え合ったりしている。  Iで聞いたり、読んだりしたことを活用

などを理解している。 iし て自分の意見や考えなどを聞いた

り、読んだり、話したり書いたりしよ

うとしている。

育てたい生徒像

(資 質・能力)

との関連

教養力 :幅広い教養 と課題発見・

解決のための次口識・技能

思考力 :論理的に考え,才しヒ判的に

掘 り下げ,創造するカ

オく現力 !思考・判断の結果や経過

をわかりやすく伝えるカ

協働力 :多様な他者 とコミュニケ

ーションをとり協力するカ

省察力 :自 らの行動を子斤<り 返 り改

善 し前に踏み出すカ

主な

評価方法

O定期考査

○課題考査

○小テス ト

○授業・発表内容の観察

O授業 ノー ト・提 出課題の点検

○定期考査

O課題考査

○小テス ト

O授業 。発表内容の在見察

O授業ノー ト・提出課題の点検

O授業・発表態度の観察

Oプ レゼンテーシ ョンの観察

○提出課題の点検



学期 学習内容
学習の到逹目標

矢口識・技能 思考・判断・表現 1主体的に学習に取り組む態度

前
期

L3Soving Our Treosures

From the Sec

NEO Uni1 9

Gender

L4Men's Broin vs.

Women's Broin

NEO Unit 10

Differences

L5Politicol Correciness

NEO Unit il

Hope

L6Jose Mujico:

The l,Vorid's Poorest

Presideni

NEO Unit i2

Conccreie

水害対策が対照的な2つ
|

の世界遺産について書か
|

れた文章を読んで、概要 |

を把握することができる。 |

子ども服の性差の変遷に

ついて挺要な情報を聞い

たり、読んだりして、概要を

:巴握することができる。

男女の違いを脳構造に帰

する科学的根‡拠のない考

えが広まった背景につい

て書かれた文章 を読ん

で、概要を把握することが

できる。

異文化間の真意の伝え方

に関する違 いについて説

明 した文章 を読 んで、概

要 を把握することがで き

る。

ポリティカル・コレクトネス

トとその過度の広がりにつ

いて述べられた文章を読

んで、内容を理解すること

おヾできる。

地雷で足を失った少女の

地雷使用抵抗運動につぃ

て、X要 な情報 を聞いた

り、読んだりして、概要を把

握することおヾできる。

ホセ・ムヒカの有名な演説

と日本の大学生に向けた

メッセージを読んで、内容

をJ里角旱することがて
｀
きる。

コンクリートの文化 的・社

会的価値 と、広範な使 用

による環境 問題 について

述 べ られ た文 章 を読 ん

で、内容を理解することが

できる。

水害対策が対照的な2つ

の世界遺産について、読

んだことを基に、話したり

書いたりして表現すること

ができる。

子ども服の性差の変遷に

ついて意見交換ができ

る。また、自分の意見を論

理的に書いて伝えること

ができる。

男女の違いを脳構造に帰

する科学的根↓′,と のない考

えが広まった背景につい

て、自分の意見を論理的

に書いて伝えることができ

る。

異文化間の真意の伝え方

に関する違いについて説

明した文章を読んで、情

報や考えを論理的に伝え

合うことができる。

ポリティカル・コレクトネス

トとその過度の広がりにつ

いて述べられた文章を読

んで、自分の意見を論理

的 |こ 書いて伝えることが

できる。

地雷で足を失った少女の

地雷使用抵抗運動につい

て、自分の意見を論理的
に書いて伝えることができ

る。

ホセ・ムヒカの有名な演説

と日本の大学生に向けた

メッセージについて、自分

の意見を論理的に書いて

伝えることかヾできると

コンクリートの文化的 。社

会 的価値 と、広範な使 用

による環境問題 について、

自分の意見を論理的に書

いてイ云えることかヾて
｀
きる。

水害対策が対照的な2つ

の世界追産について、自

分の考えを話して伝えるこ

とができるようにする。

子ども服の性差の変遷に

ついて、自分の考えを話し

て伝えることおヾできるよう

にする。

男女の違いを脳構造に帰

する科学的根子拠のない考

えが広まった背景につい

て、自分の考えを話して伝

えることができるようにす

る。

異文化間の真意の伝え方

に関する違いについて説

明した文章を読んで、自分

の考えを効果的に発オくす

ることができる。

ポリティカル・コレクトネスト

とその過度の広がりにつ

いて、自分の考えを積極的

に相手にイ云えることおヾでき

るようにする。

地雷で足を失った少女の

地雷使用抵抗運動につい

て、自分の考えを話 して伝

えることができるようにす

る。

ホセ・ムヒカの有名な演説

と日本の大学生に向けた

メッセージ読んで、自分の

考 えを効果的に発表する

ことかヾできる。

コンクリートの文化的・社

会 的価値 と、広範な使 用

による環境 問題 について

説明した文章を読んで、自

分の考えを効果的に発表

することがて
｀
きる。



後

期

L71,Vhere Did Do9s Come

from?

NEO Uniti3
Surve‖ lonce C(】 m eros

L8The Story ofヽ /1y Life

NEO unif i4

Business

L(7 Extinction of

Longuc】 ges

NEO Uni十 15

Mors

Li O Lightt Po‖ uttion

NEO∪ niキ 16
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「人間の最 良の友」であ

る犬が、野生のオオカミか

らどのように変化したかに

ついて書かれた文章を読

んで、概妥を把握すること

ができる。

「円形刑務所」のように常

時監視によって秩序を保
つことについて書かれた

文章を読んで、概要を把

握することわヾできる。

ヘレン・ケラーが「愛」とい

う言葉の意味を理解して

|い く過程について書かれ

た文章を読んで、概要を

把握することができる。

天文物理学者の提唱する

最善の飛行機搭乗手順
について書かれた文章を

読んで、概要を把握するこ

とがて
ヾ
きる。

少数言語の消滅危機とそ

の保護について、兇要な

情報を聞いたり、読んだり

して、概要を把握すること

おヾできる。

電磁シール ドを利 用 した

火星地球化計画素につい

て、え要な情報 を聞いた

り、読んだりして、概要を把

握することができる。

人工の光が自然界に与え

る「光害」について説明し

た文章を読んで、概要を

↓巴t屋することわヾて
｀
きる。

軍事科 学が証 明 しようと

しているクジラの歌 につい

て説明した文章を読んて
S、

概 要を把握することがで

きる。

「人間の最 良の友」であ

る犬が、野生のオオカミか

らどのように変化したかに

ついて、読んだことを基

に、話したり言いたりして

表現することができる。

「円形刑務所」のように常

時監視 によって秩序 を保

つことについて、読んだこ

とを基に、話 したり書 いた

りして表現することができ

る。

ヘレン・ケラーが「愛」とい

う言葉の意味を理解して

いく過程について、読んだ

ことを基に、話したり書い

たりして表現することがで

きる。

天文物理学者の提唱する

最善の飛行機搭乗手順

について、読んだことを基

に、話したり書いたりして

表現することができる。

少数言語の消滅危機とそ

の保護について、自分の

意見を論理的に書いて伝

えることおヾて
｀
きる。

電磁シールドを利用した

火星地球化計画案につい

て、自分の意見を論理的

に書いて伝えることができ

る。

人工の光が自然界に与え

る「光害」について、自分

の意見を論理的に書いて

イ云えることができる。

軍事科学が証明しようと

しているクジラの歌につい

て、自分の意見を論理的

に書いて伝えることができ

る。

「人間の最良の友」である

犬が、野生のオオカミから

どのように変化したかにつ

いて、自分の考えを話して

伝えることができるように

する。

「円形刑務所」のよう|こ 常

時監視によって秩序を保
つことについて、自分の考

えを話して伝えることおヾで

きるようにする。

ヘレン・ケラーが「愛」とい

う言葉の意味を理解して

いく過程について、自分の

考えを話して伝えることが

できるようにする。

天文物理学者の提唱する

最善の飛行機搭乗手順に

ついて、自分の考えを話し

て伝えることができるよう

にする。

少数言語の消滅危機とそ

の保護について説明した

文章を読んで、自分の考

えを効果的に発表すること

ができる。

電磁シールドを利用した

火星地球化計画案につい

て説明した文章を読んで、

自分の考えを効果的に発

表することができる。

人工の光が自然界に与え

る「光害」について説明し

た文章を読んで、自分の

考えを効果的に発表する

ことわヾできる。

軍事科学が証明しようとし

ているクジラの歌について

説明した文章を読んで、自

分の考えを効果的に発オ(

することができる。

備 考



今不口6年度 岡山県立倉敷天城高等学校 普通科・理数科 3年 シラバス

教科名 科 目名 (校 内名称 ) 単位数 教  材

英語 論理・表現Ⅲ(論理・表現ⅢL) 2
Vision Quesi English Logic ond ExoresSiOn

es十 英作文

学習の

ね らい

「話すこと(や り取り)」「話すこと(発表)」「書くこと」を中′ことした統合的な言語活動を通して、コミュ

ニケーションを図るために雖要な発信能力を育成するとともに、論理の構成や展開を考察することで、

情報や考えなどを論理的に二夫しながら伝える能力を養う。

①外国語の学習を通じて、言語の働きや役割などを理解し、外国語の音声、語彙・表現、文法の矢口識
を身に付けている。

②場面・目的・状況等に痣じて、幅広い話題について、情報や考えなどの概要'詳細・意図を外国語

で的確に理解したり適切に表現したりしている。

③外国語を聞いたり読んだりして、情報や考えなどを的確に理解している。

授業形態

ア ドバイス

な ど

「論理・表現Ⅱ」での学習内容をさらに深め、様々な場面や状況設定において、論理の構成や展開を

意識して自分の考えを述べたり、言いて伝えたりする機会を多く設けます。それらの活動に積極的に参

加し、自分自身の考えや気持ちなどを表現することが大切です。徐々に多くの内容を述べたり、書いて

伝えたりできるように努力してみましょう。

評価の観点 矢口識 ・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

習得すべき矢口識や観念等を理解して

いる。それらを既有の矢口識及び技能
と関連付けたり活用したりする中で、

概念等として理解したり、技能を習

得したりしている。

1次
ロ識及び技能を活用して課題を解 次口識及び技能を獲得したり、思考

1決する等のために挺女誘な思考力、判 |力 、判断力、表現力等を身に付けた
1断力、表現力等を身に付けている。 りすることに向けた粘 り強い取組 の

中で、自らの学習を調整しようとして

いる。

育てたい生代像

(資 質・能力)

との関連

教養力 !幅広い教養 と課題発見・

解決のための矢口識・技能

思考力 :論理的に考え,批判的に

掘 り下げ,倉」造する力

表現力 :忌考・判断の結果や経過

をわか りやす く伝える力

協働力 :多様な他者 とコミュ■ケ

ーシ ョンをとり協力するカ

省察力 :自 らの行動 を与戸Fく り返 り改

善 し前に踏み出すカ

主な

評価方法

○定期考査

〇小テス ト

○授業・発表内容の観察

○授業 ノ
=卜

・提出課題の点検

O定期考査

O小テス ト

○授業・発表内容の観察

O授業 ノー ト・提出課題の点検

○授業・発表態度の観察

○プレゼンテーシ ョンの観察

○提出課題の点検



学習の到逹目標
学期 学習内容

矢口識・技能 思考・判断・表現  1主体的に学習に取り組む態度
□助宮

□譲歩

□関係

□判断の根き,と

□代替

□結果

□物事への正負の影響

□差異

□類似

□理由

□可能性

□情報の追カロ

□対照

□意見

□変化

□要約・結論

口目的

□例示

□情報源

□義務

□助言 (Advice):助 言

を与える表現を理解 し,

場面や状況 ,目 的に応 じ

た適切 な文 を組 み立て

る。

□譲歩 (ConcesSion):

譲歩す る表現を理解 し,

場面や状況 ,目 的に応 じ

た適 ヒ刀な文 を組 み立て

る。

□    関    係

(Reiationships): 物

事 の関係 を表す表現 を

理解 し,場面や状況,日

的 に応 じた適切 な文 を

組み立てる。

□判 断 の根拠 (Bases
of decisions):判断の

根 l文几を表す表現 を理解

し,場面や状況 ,目 的に

応 じた適切 な文 を組 み

立てる。

□代替 (Ahernattves):

代替 を表す表現 を理解

し,場面や状況 ,目 的に

応 じた適 しノJな 文 を組 み

立てる。

□結果 (Resuh):結果

を表す表現 を理解 し,場

面や状況 ,目 的に応 じた

適 ヒ刀な文を組み立てる。

□ 物 事 の 正 負 の 影 響

(   Positive   and
negative affects):物 事

の正員 の影 響 に関す る

表現を理解 し,場面や状

況 ,目 的に応 じた適切な

文を組み立てる。

□差異 (Differences):

差異 を表す表現 を理解

し,場面や状況,目 的に

応 じた適切 な文 を組み

立てる。

□類似 (Similattty):類

似を表す表現を理解 し,

場面や状況 ,目 的に応 じ

た適切 な文 を組 み立て

る。

□理由 (Reasons):理
由を表す表現を理解 し,

場面や状況 ,目 的に応 じ

た適 し刀な文 を組 み立て

る。

□ 可 能 性

(Probability):可 能′性

を表す表現を理解 し,場

而や状況,目 的に応 じた

適し‐アlな 文を組み立てるc

学生の悩み解決 :留学中 |

の 2人の日本人学生か
|

ら送 られた相談メール
|

を読んで,それぞれの悩
|

みを解決する。    |
紙の辞書と電子辞書 :書

店で販売員が話す「紙の

辞書」と「電子辞書」の

説明を聞いて,それぞれ

の特徴や違いを理解す

る。

日本語学習方法の提案 :

日本に留学予定の学生

が投稿 したメンセ~ジ

を読んで,提案できる日

本語の学習方法を考え

る。

1悩 み相談コラム :木目談コ

ラムに寄せ られた性格

に関する悩み と返信の

投稿を読んで,そ の悩み

と助言を理解する。

決聯 :心理学の授業で,

2つの異なる「決断スタ

イル」に関する講義を聞
いて、それぞれの特徴や

違いを理解する。

自分の性格 :英語の授業
の課題「私という人」に

ついて,自 分の性格を理

解 し,その性格が表れる
エ ピソー ドな どの具体

例を考える。

オンライン診療 :留学中

にインターネ ッ トで調
べた病院のウェブサイ

トを見て,オンライン診

療 と紺面診療の利点に

ついて考える。

健康的な生活スタイル :

クラスメー トのジェイ

クと沙也加 との会話を

聞いて,ジ ェィクの状況

や問題点を理解 し,健康

的な生活へのア ドバイ
スを考える。

心身の健康 を維持する

方法 :健康を維持する方

法について紹介す る動

画を SNSに 投稿するた

め,そ の方法や 自分の考

え,具体例を考えてまと

める。

課外活動の違い :日 本と

アメ リカの課外活動の

形態について,や り取 り

される学生同士のメー

ル文を読んで,それぞれ

の課外活動の特徴や違

留学中の学生に悩みの解

決策を助言するために,

論理的な構成や展開を工

夫して書いて伝える。

初級の言語学習者は 「紙
の辞書」と「電子辞書」
のどちらを使 うのが良い

かについて, 自分の意見

を論理的な構成や展開を

工夫 して話 して伝える。

留学生の日本語学習方法

に関する質問に返信する

ために,自 分の考えを論

理的な構成や展開を工夫

して書いて伝える。

自分の性格について,子
供の頃の性格と比較 しな

がら,理由や具体例とと

もに,論理的な構成や展

開を工夫して書いて伝え

る。

これまでの重大な決断に

ついて,いつどのように

決断したか,また決断の

結果について,論理的な

構成や展開を工夫 して書
いて伝える。
パー トナーがどんな性格

なのかについて,理由や

具体例を示 しながら,論
理的な構成や展開を工夫

して話 して伝える。

オンライン診療と対面診

療の利点について考え,

どちらがより良いと思う

かについて,論理的な構

成や展開を工夫 して書い

て伝える。

ジェイクのクラスメー ト

として,生活の問題点と

改善策を示 して助言する

ため,論理的な構成や展

開を正夫して書いて伝え

る。

日常生活で避けるべき習

慣について, 自分の考え

を理由や具体例などと≧

もに,論理的な構成や展

開を工夫して話 して伝え

る。

アメリカの課外活動と日

本の課外活動の形態のど

ちら力く良いと′思うか|こ つ

いて, 自分の経験を踏ま

えて, 自分の意見を理由

や具体例などとともに,

論理的な構成や展開を工

夫して書いて伝える。

日本人にとって 高コン



□情報の追加 (Further i

Inform9tion):情 報の追

カロを表す表現 を理解 し,

場面や状況 ,目 的に薦 じ

た適切な文 を組み立 て

る。

□対照 (Controsi):対
照を表す表現 を理解 し,

場面や状況 ,目 的に應 じ

た迫切 な文 を組み立 て

る。

□意見 (Opinions):意

見を表す表現 を理解 し,

場面や状況,目 的に薦 じ

た迫切 な文 を組 み立て

る。

□変化 (Chonges):変化

をオくす表現 を理解 し,場

面や状況 ,目 的に応 じた

適切な文を組み立てる。

□要約・結論 (Sumngry

ond Conclusion):巽 約・

結論 を表す表現 を理解

し,場面や状況 ,目 的に

応 じた適切 な文 を組 み

立てる。

□目的 (Purposes):日

的を表す表現 を理解 し,

場面や状況 ,目 的に応 じ

た適切 な文 を組み立 て

る。

□例示 (Exomples):例

示を表す表現 を理解 し,

場面や状況 ,目 的に応 じ

た適切 な文 を組 み立 て

る。

□情 報 源 (Source Of
lnform9す ion):情報源 を

表す表現 を理解 し,場 面

や状況 ,目 的に薦 じた迪

切な文 を組み立てる。

□ 義 務 (Duty ond
Obligol,on):義務 を表

す表現 を理解 し,場 面や

状況 ,目 的に応 じた迪切

な文 を組み立てる。

いを理解する。

異なるコミュニケーシ

ョンスタイル :2つのコ

ミュニケーシ ョン文化

(高 コンテクス トと低
コンテクス ト)について

話される講義を聞いて ,

それぞれの特徴や違い

を理解する。

課外活動の選択 :複数の

口呆外活動に参加するこ

とについて,賛成か反対

かの意見を理由や根拠

とともに考える。

SNSの好影響と悪影響 :

SNSの プラス面 とマイ

ナス面について書かれ

た記事を読んで,SNSが
日常生活に与える影響

について考える。

SNS上の トラブル :学生

に頻発する SNS上 の ト

ラブルについて話 され

る講義を聞いて,そ の問

題点や予防のために必

要なスキルを理解する。
SNSの問題点と予防法 :

新聞部の活動で,SNSの
使用についての記事を

書くため,SNSで起こる

得る問題点とその予防

法について,自 分の考え

や体験談 とともに話 し

合 うと

終身雇用と転職 :終身雇

用 と転職の比較につい

て,オ ンラインでや り取

りされる生徒同士のや

り取 りを読んで,現状や

傾向を理解する。

職場の多様性 :テ レビ番

組のジャーナ リス トが

多様性の促進について

話すのを聞いて,日 本の

職場で起 こり得る多様

性と現状を理解する。

会社情報 1人生設計につ

いて考えるグループプ

ロジェク トで取 り上げ

た会社情報を読み取 り,

会社の条件や状況を理

解する。

キャッシュレス社会 :電

子決済システムについ

て発表するため,キ ャン

シュレス社会に関する

記事と投稿を読んで,そ

の利点 と欠点を理解す

る。

収入格差 :収 入格差に関

するニュースとクラス

テクス トのコミュニケー

ションが有益かどうかに

ついて, 自分の考えを理

由や具体例 な どととも

に,論理的な構成や展開

を工夫 して書いて伝 え

る。
「学生の飛び級を可能と

すべきか」について, 自
分の考えを理由や具体例

などとともに,論理的な

構成や展開を工夫して話

し合つて伝える。
SNSの使用のメリントと

デメリットについて, 自

分の考えを理由や具体例

などとともに,論理的な

構成や展開を工夫して書
いて伝える。

SNSの適切な使用を奨励

するために, 自分の考え

を理由や具体例などとと

もに,論理的な構成や展

開を工夫 して書いて伝え

る。

SNSを使用する利点につ

いて, 自分の意見を理由

や具体例などとともに,

論理的な構成や展開を工

夫 して話 し合 つて伝 え

る。

日本の終身雇用と転職に

ついて, どちらの立場を

支持するかの意見を理由

や詳細,具体例などとと

もに,論理的な構成や展

開を工夫 して書いて伝え

る。

社会の多様性について ,

どのような場所で求めら

れ, どのように促進する

のかという点を含めて ,

自分の考 えを理 由や詳

細,具体例などとともに,

論理的な構成や展開を工

夫して書いて伝える。

会社情報から読み取った

会社の条件や状況から,

自分の意見 を理 由や詳

細,具体例などとともに,

論理的な構成や展開を工

夫して書いて伝える。

電子決済システムのメリ

ットとデメリット|こ つい

て, 自分の考えを理由や

詳細,具体例などととも

,論理的な構成や展開

工夫 して話 して伝 え

貧富の差の原因 と解決策

について, 自分の考えを

理由や詳細,具体例など

に

を

る



メー トの会話を聞いて ,

その原因や解決策につ

いて考える。

地域活性化 :自 分の住む

地域の活性化について ,

地域の現状や問題点,解

決策などを考える。

近年の環境問題 :地球温

暖化の変化について書

かれた記事を読んで,近

年の現状や気付きをま

とめる。

環境保護 :環境保護につ

いての情報を得るため,

プラステイック汚染に

関す るポンドキヤス ト

を聞いて,原因や影響を

理解する。

環境問題 :地理の授業で

環境問題について発表

するため,そ の現状や問

題点,会社や政府の取り

組みを考える。

機械翻訳 :機械翻訳と近

年の進歩に関する記事

を読んで,そ の特徴や従

来の人間翻訳 との比較

において,それぞれの利

点 と欠点について考え

る。

農業における技術の変

化 :農業技術の変化に関

するオンラインの動画

を聞いて,技術の進化や

その利点 と欠点,ま た

20年後の農業について

考える。

Alと 人間の仕事 :「 AIは

人間の仕事に取つて代

わ り得るかJについて,

自分の意見を根 l文几,具体

例とともに考える。
SDG sの 認識 : SDCsの

認識 と取 り組みについ

て書かれた雑誌記事を

読んで,成 Iジ」の鍵や達成

するためにできること

を考える。

教育の重要性 :世界の学

校教育の現状について

話 され るクラスメー ト

の発表を聞いて,世界の

が就学率の現状や改善

点を考える。
SDGsの達成 :SDC sの達

成のためにクラスや学

校でできることについ

て話 し合 うため,日 標の

1つ を取 り上げ,自 分の

意見を,理由や詳細j具

体例とともに考える。

とともに,論理的な構成

や展開を工夫して話 して

伝える。

自分が選んだ場所につい

て, どのようにその場所

を活′性化できるかについ

て, 自分の意見や考えを

詳細や具体例などととも

に,論理的な構成や展開

を工夫 して話 して伝 え

る。

地球温暖化を食い止める

ために,国や地方レベル

でできることについて ,

自分の考 えを理 由や詳

細,具体例などとともに,

論理的な構成や展開を工

夫 して話 して伝える。
プラスティックごみから

環境を守る方法について

発表するため,現状や問

題点, 自分の考えを理由

や具体例などとともに,

論理的な構成や展開を工

夫して話 して伝える。

環境問題への取り組みに
ついて発表するため,自
分の意見を理由や具体例

などとともに論理的な構

成や展開を工夫して話し

て伝える。
「機械翻訳は人間の翻訳

者に取って替わるだろう
か」というテーマについ

て, 自分の考えを理由や

詳細,具体例などととも

に,論理的な構成や展開

を工夫 して話 して伝え合

う。
「20年後の農業が どう

なっているか」というテ
ーマで発表をするため,

農業における新しい技術
の利点と欠点について,

自分の考 えを理由や詳

細,具体例などとともに
,

論理的な構成や展開を工

夫 して話 して伝える。
「AIは教師に取って代
わり得るか」について ,

自分の意見 を理由や根

拠,具体例 とともに考え,

論理的な構成や展開を工

夫 して話 して伝え合 う。
SDC sの 成功の鍵 と達成
のためにできることにつ

いて議論するため, 自分
の意見を,理由や具体例

などとともに考え,論理

的な構成や展開を工夫し

て話 して伝える。



世界の教育の現状を改善

するためにできることに
ついて議論するため,自
分の意見を理由や根拠 ,

具体例 などとともに考
え,論理的な構成や展開

を工夫して話 して伝え合

う。

SDC sの達成のために,ク

ラスや学校でできること

を話し合 うため,その難

点や姑処方法について ,

自分の意見を理由や具体

例などとともに考え,論
理的な構成や展開を工夫
して話 して伝え合 う。

備 考



今和 6年度 岡山県立倉敷天城高等学校 普通科・理数科 3年  シラバス

教科名 科 日名 (校 内名称 ) 単位数 教  材

英 語
論理オくI見 巨

(R論表Ⅲ)

2

教科書 :Vision Quesl English Lo9ic ond ExpressionⅢ

[啓林館 ]

副教材 :W百 le tto† he Poinl[数研 出版 ]

学習の

ねらい

「論理・表現 I,Ⅱ 」の学習内容を踏まえ,「話すこと (や り取 り)」 「話すこと (発表)」 「書 くこと」を

中鳶とした統合的な言語活動を通 して,発信能力を強化するための発展的な,舌動に行うとともに,論理

の構成や展開を工夫して詳 しく伝えたり,伝 え合ったりすることができる能力を養う。

具体的な活動 と領域は以下の通 り。

(I)話すこと[や り取 り]

日常的・社会的な話題について,使用する語句や文す対話の展開などにおいて,支援をほとんど活用し

なくても,ディベー トやディスカッションなどの活動を通 して,複数の資料を活用しながら,多様な語

匂や文を用いて,意見や主張,課題の解決策などを論理の構成や展開を工夫 して詳 しく話 して伝え合う

ことがて
｀
きるようにする。

(2)話すこと[発表]

日常的・社会的な話題について,使用する語匂や文,事前の準備などにおいて,支援をほとんど活用し

なくても,ス ピーチゃプレゼンテーションなどの活動を通 して,複数の資料を活用しながら,多様な語

匂や文を用いて,意見や主張などを論理の構成や展開を二夫 して詳 しく話 して伝えることができるよう

にする。

(3)書 くこと

日常的・社会的な話題について,複数の資料を活用して,段階的な手順を踏みながら,読み手を説得す

ることができるよう,意見や主張などを効果的な理由や根子拠とともに,複数の段落を用いて書いて伝え

ることができるようにする。

授業形態

ア ドバイス

な ど

Rコ ースの授業です。3年次の論理表現Ⅲの授業は,2年次で学習した内容をさらに発展させたものです。2年

次までに学習した内容 (文法。構文など)で理解できていないところがあると論理表現Ⅲでは表現活動が「Fく られ

てしまいます。復習も兇ず兇要です。日本語を正しい表現を使って英語にヒ首せる力もつけましょう。

評価の観点 矢口識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取 り組む態度

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

[矢口識 ] 目的や場面,状況に応じて,自 分の

語の特徴やきまりに関する事項 1意 見や主張などを論理の構成や戸技

びその働 きや役割を理解 してい
1開 を工夫して,詳しく話したり書いた

る。

[技能]

目的や場面,状況に薦 じて,自 分

りしてイ云え合ちている。

意見や主写ξくな どを論理の構成や

開を二夫 して,詳 しく話 したり

いた りして伝 え合 うことがで き

る技能を身に付けている。

タト国語の背景にある文化に対する

1理解を深め,聞 き手・読み手など他

1者に西E慮 しながら,主体的・自律的

IIこ 表現しようとている。

育てたい生徒像

(資質 倉ヒカ)

との関連

協働力 :多 様な他者 とコミュニケ

ーシ ョンをとり協力するカ

省察力 :自 らの行動 を↓
「

F(り 返 り改

善 し前に踏み出すカ

教養力 :幅広い教養 と課題発見

解決のための矢口識・技能

忌考力 :論理的に考え,批判的に

掘 り下げ,創造する力

オ(現 力 :思考・判断の結果や経過

をわかりやすく伝える力



主な

評価方法

○定期考査

○小テス ト

○授業・発表内容の観察

O提出課題の点検

O定期考査

〇小テス ト

O授業・発表内容の観察

○提出課題の点検

O授業・発表態度の観察

Oプ レゼンテーションの観察

O提出課題の点検

学習の到違 目標
学期 学習内容

矢口識・技能 思考・判断・表現  1主体的に学習に取り組む態度

Lcsson l

学習/言語

Fricndship and improvcmcnt

LcssOn 2

学習/言語

Which is bcttcL a papcr or an

clcctl・ onic dictionaly?

(N{itC tO thc Poin亡)Ll

Lcsson 3

心理

Can   yOu   cha■ gc   your

pcrsonanty?

Lcsson 4

′ヽt::1理

1lo、v do、vc,nakc dccisions?

(Writc tO thc Point)L2

Lcssol1 5

医療/健康

Onlinc

doctOr consultations

(ヽVJ五 tc tO thc Po11lt)1ン 3

Lcsson 6

医療/健康
1lcalthy lifcstylc

[読むこと
]

・学生の悩み解決 :留 学

中の2人の日本入学生か

ら送られた相談メールを

読んで,それぞれの悩みを

理解する。

[聞 くこと]

・紙の辞書と電子辞書 :書

店で販売員が話す「紙の

辞書」と「電子辞書」の説

明を聞いて,それぞれの特

徴や違いを理解する。
・「少ない」「増えている」

などの例文を読んで理解

する。

[読むこと
]

・悩み相談コラム:オロ談コ

ラムに寄せられた性格に

関する悩みと返信の投稿

を読んで,その悩みと助宮

を理解する。

[聞 くこと]

・決断 :は理学の授業で ,

2つの異なる「決断スタイ

ル」に関する講義を聞い

て、それぞれの特徴や違い

を理角學する。

。一般論を述べるときの主

語の決定について例文を

読んで理解する。

[読むこと
]

・オンライン診療 :留 学中
にインターネットで調べた

病院のウェブサイトを見
て,オ ンライン診療と対面

診療の利点について考え

る。

[聞 くこと]

・健康 的な生活スタイル :

クラスメートのジェイクと沙

也加との会話を聞いて,ジ
エイクの状況や問題 点 を

理解する。

・「～するために」「～しな

いように」の表現を例文を

言売んで理解する。

I話すこと
]

助言 (Advice):助 宮を与

える表現を理解 し,場面や

状況 ,目 的に応 じた適切

な文を組み立てる。

譲歩 (ConcesdOm):譲歩

する表現を理解し,場面や

状況 ,目 的に薦じた適切

な文を組み立てる。

[書くこと]

・正しい表現を使って日本

語を英語に直すことがで

きる。

I話すこと〕
・関係 (ReЙOonships):

物事の関係を表す表現 を

理解 し,場面や状況,目 的

に庵 じた適切な文を組み

立てる。

・判 断 の根 t,処 (Bases Of

dedsions):判 断のホFく拠を

をくす表現 を理解 し,場 面

や状況 ,目 的にAじ た適

切な文を組み立てる。

[書くこと
]

・正しい表現を使って日本

語を英語に直すことがで

きる。

1話すこと〕
・代替 (AlternaOves):代

替を表す表現を理解 し,

場面や状況,目 的に應じ

た適切な文を組み立てる。

・結果 (Rcsuh):結 果を才<

す表現 を理解 し,場 面や

状況 ,目 的に應 じた適切

な文を組み立てる。

[書くこと
]

・工 しいオく現を使って日本

語 を英語 に直すことがで

きる。

[書くこと]

・留学 中の学生に悩 みの

解決策を助言するために
,

論理的な構成や展開をエ

夫して書いて伝える。

・初級の言語学習者は「紙

の辞書」と「電子辞書」の

どちらを使うのが 良いかに

ついて,自 分 の意見 を論

理的な構成や展開を書く。

[書くこと]

・ペア・グループで協 力 し

ながら正しい英文を書く。

[書くこと]

・自分の性格 について,子

供の頃の性格 としヒ較 しな

がら,理 由や具体例 ととも

に,論理 的な構成や展 開

を工夫して書いて伝える。
。これまでの重大な決断に

ついて,い つどのように決

断したか,ま た決断の結果
について,論理的な構成や

展開を工夫して書く。

[書くこと
]

・ペア・グル=プで協 力 し

ながら正しい英文を書く。

[書くこと]

・オンライン診療 と対 面診

療の利点について考え,ど

ちらがより皮いと思うかに

ついて,論 理 的な構 成や

展開を工夫して書く。

ジエイクのクラスメートとし

て,生 活 の問題 点 と改善

策を示 して助宮するため ,

論理的な構成や展開をエ

夫して書く。

[書くこと]

・ペア・グル
=プで協 力 し

ながら正しい英文を書く。



後

期

Lcsson 7

異文化

What do y6u do attcr school?

Lcsson 8

異文化

[)irect and indilcct 、vays Of

communicaion

(Writc to thc Point)L4

Lcsson 9

情報化社会

Should、vc usc social lncdia?

Lcsson 10

情報化社会

≠ヽl‐ c you a gOOd uξ cr Of social

nacdia?

(ヽ Vl‐itc to thc POint)L5

(Writc to thc Point)L6

(W竹ltc to thc Point)L7

・課外活動の違い:日 本と

アメリカの課外活動の形

態について,や り取りされ

る学生同士のメール文を

読んで ,そ れぞれの課外

活動の特徴や違いを理解

する。

[聞 くこと]

なるコミュニケーションス

タイル :2つのコミュニケー

ション文化 (高 コンテクス

トと低コンテクスト)に つい

て話される講義を聞いて,

それぞれの特徴や違いを

理解する。

・「～のために」「～のおか

げで」の表現 を例文を読

んて
｀
理解する。

[読むこと]

・SNSの好影響と悪影響 :

SNSの プラス面とマイナス

面について書かれた記事

を読んで,sNSが 日常生

活に与える影響について

考える。

[聞くこと〕
SNS上のトラブル:学生に

頻発する sNS上 のトラブ

ルについて話される講義

を聞いて,そ の問題点や

予防のためにX要なスキ

ルを理角子する。
・時制に注意して、例文を

理角写することができる。

・bC 80ing tjと wilIの使
い分けを例文を読んで理

解する。

・動詞 の語 法 について例

文を読んで理解する。

響に関する表現を理解し,|て ,自 分の経験を踏まぇ
場面や状況,目 的にAじ |て ,自 分の意見を理由や
た迫切な文を組み立てるb 具体例などとともに,論理

的な構成や展開を二夫 し

て書いて伝える。

[書くこと]

・日本人にとって,島 コンテ

クストのコミュニケーション

が有益かどうかについて,

自分の考えを理 由や具体

例などとともに,論理的な

構成や展 開を二夫 して書

いて伝える。

[書くこと]

・ペア・グループで協 力し

ながら正しい英文を書く。

[書くこと]

・正しい表現を使って日本

語を英語に直すことがで

きる。

I話すこと]

・類似 (SimiИ nty):類似

を表す表現 を理解 し,場

面や状況 ,目 的に薦じた

適切な文を組み立てる。

書くこと]

・SNSの使用のメリットとデ

メリットについて,自 分の考

えを理由や具体例などとと

もに,論理 的な構 成や展

開を工夫して書く。

I書くこと]

・SNSの 迪切な使 用を奨

励するために,自 分の考え

を理由や具体例などととも

に,論理 的な構 成や展 開

を工夫して書いて伝える。

理 由 (ReaSons):理 由を

表す表現 を理 解 し,場 面

や状況 ,目 的 に応 じた通

切な文を組み立てる。

I書くこと〕
・物 事 の 五 負 の 影 響

(PO前 t市e & negaOve
affects):物 事の工負の影

差異 (DifFerences):差 異

を表す表現 を理解し,場

面や状況 ,目 的に應じた

迫切な文を組み立てる。

〔書くこと
I

・工しい表現を使って日本

語を英語に直すことがで

きる。

〔書くこと〕
・正しい表現を使って日本

語を英語に直すことがで

きる。

I書くこと〕
・正しい表現を使って日本

語を英語に直すことがで

きる。

[書くこと]

・アメリカの課外活動 と日

本の課外活動の形態のど

ちらが 良いと思うかについ

[書くこと]

・ペア・グループで協 力し

ながら正しい英文を書く。

I書くこと〕
・ペア・グループで協力し

ながら正しい英文を書く。

書くこと〕
・ペア・グループで協力し

ながら正しい英文を書く。

備考



今和 6年度 岡山県立倉敷天城高等学校 普通科 3年 シラバス

教科名 科 目名 (校 内名称 ) 単位数 教  材

英語 ABLE β
」ett Reoding英 語速読テス トとevei 3(数研出版)

Speoking Gym Sttondord(数 研出版)

学習の

ねらい

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ、以下の 5つ の領域において言語活

動及びこれらを結び付けた統合的な言語活動を通 して、情報や考えなどを的確に理解 したり、通切に

表現 したり伝え合ったりするコミュニケーションを図る資質・能力を巷 う。

①外国語の4技能について、実際のコミュニケーションにおいて活用できる矢口識・技能を身に付ける。
外国語の学習を通して、言語の働きや役割などを理解できるようにする。(矢口識・技能)

②場所・目的・状況などに応じて、日常的・社会的な話題について、情報や考えなどを外国語で的確に
理解したり適切に伝え合ったりできるようにする。(思考力 ,判断力・表現力)

③外国語の背景にある文化に対して理解を深め、聞き手・読み手・話し手・書き手に固E慮 しながら、外
国語で聞いたり、読んだけしたことを活用して自分の意見や考えなどを話したり書いたりしようとし
ている。(主体性)

授業形態

ア ドバイス

など

普通科文系の選択科日です。予習を前提とせず、その場で辞書を使用せずに速読長文を初見読みし、
実戦的な読解力を育成します。また、長文の主題に関して、ペア・ヮークで意見交換をすることによ
って、表現力と発信力を高めますので、積極的に自分の考えを英語で話すようにして下さい。同様に、

長文の工題に関する、パラグラフ・ライティングにもつと戦 します。 4技能をバランス皮く仲ばしてい

きましょう。

評価の観点 矢口識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取 り組む態度

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

国語の 4技能にっぃて、実際のコ 場 所 。目的・状況などに痣じて、日常

ミュニケーションにおいて活用できる 脚
・社会的な話題について、情報や

技能を身に付けている。外国 拷 えなどを外国語で的確に理解 した l手

!し
)、 適切に伝え合ったりしている。

′卜国語の背景にある文化に対して

などを理解 している。

習を通して、言語の働きや役

して自分の意見や考えなどを聞いた

り、読んだり、話したり書いたりしよ

うとしてヽ`る。

理解を深め、聞き手・読み手・話し

・書き手に配慮しながら、外国語

聞いたり、読んだりしたことを活用

育てたい生徒像

(資 質・能力)

との関連

教養力 :幅広い教養と課題発見・

解決のための矢口識・技能

思考力 :論理的に考え,と比半」的に

掘 り下げ,創造するカ

表現力 :忌考・判断の結果や経過

をわかりやすく伝えるカ

協働力 :多様な他者とコミュニケ

rシ ョンをとり協力する力

省察力 :自 らの行動を‡斤くり返 り改

善 し前に踏み出すカ

主な

評価方法

○定期考査

○課題考査

○小テス ト

○授業・発表内容の観察

○授業 ノー ト・提出課題の点検

IO定期考査

|○課題考査

|○小テス ト

|○パ フイーマンス・テス ト

|○授業 ・発表内容の観察

10授業 ノー ト・提出課題の点検

○授業・発表態度の観察

Oプ レゼンテーシ ョンの観察

○提出課題の点検



学期 学習内容
矢口識・技能 思考・判断・表現 I主体的に学習に取り組む態度

Activity I

Lesson i(教 育/エッセイ)

Activiヤy2
Lesson2(歴 史/説明文 )

Activitty 3

Lesson3(文化/説明文)

Chollenge l

Lesson 4(仕 事/メール)

Activitty 4

Lessoぃ 5(歴史/説明文)

Activitty 5

Lesson 6(科 学/評論)

ACtiVitty 6

Lesson 7(社 会/グラフ)

Cho‖ enge 2
Lesson 3(文 化/物語)

Activity 7

Lesson 9 (ス ホ
°
一ツ//イ云記 )

Aclivity 8

Lesson iO(生 活/広告)

【聞くこと】
・場面や状況にAじ た表

現を知っている。
・「聞くこと」に用いられる

語匂や文法を矢口ってい

る。
・日常的な話題について,

英語の学習で取り扱わ

れた来化について理解
している。

・ジェスチャーなど非言語
的なコミュニケーション

手段の役割や用い方を

理角子している。
・日常的な話題について,

英語の学習で取り扱わ

れた文化について理解

している

【読むこと】
・読んだ内容について概

妥や要点を把握するこ

とができる。
・文や文章を目的にAじ

た適切な速さで読み取

ることがて
ヾ
きる。

・言語や言語の運用につ

いての基本的な矢口識を

身に付けている。
・場面や状況による強勢

やイントネーションの違
いを理解している。

・文字や符号を識別する

矢口識を身に付けている。
・場面や状況に応じた表

現を矢口っている。
・文章の流れについての

矢口識がある。
・「読むこと」に用いられる

語匂や文法を次口ってい

る。
・日常的な話題について,

英語め学習で取り扱わ

れた文化について理解

【聞くこと】
。理解できないとき,確認

したり,繰 り返しや説明

を求めたりしている。
。日常的な話題について

の英語を聞いて,情報
や考えなど相手が伝え

ようとすることを正確に

理解することができる。
・リズムやイントネーション

など基本的な英語の音

声の特徴をとらえ,正 し

く聞き取ることができ

る。
・聞いた内容について正し

く理解することができ

る。

【読おこと】
・理亀子できないところがあ

っても,推測するなどし

て読み続けている。

日常的な話題についての

英語を正しく昔読したり

暗唱したりすることがて
ヾ

きる。
・正しいリズムやイントネー

ションなどを用いて,音

読したり暗口昌したりする

ことができる。

日常的な話題についての

英語で書かれた内容

が表現されるように適

切に音読したり暗唱し

たりすることができる。

【話すこと】
・日常的な話題について

英語で情報や考えなど

を三Eしく話すことがて
｀
き

る。
こ正しいリズムやイントネー

ションなどを用いて,話

すことがて
｀
きる。

【聞くこと】
。「聞くこと」の言語活動に

積極的,主 体的に取り

組んでいる。
・相手を見て話を聞いた

り,雖要に薦じてメモを

取るなど,相 手の話 :こ

関はを持っている。
・聞いたことについてジェ

スチャーや簡単なことば

で應答したりしている。
・聞いた内容について意

見や感想を述べようとし

ている。
。さまざまな工夫をすること

で,コ ミュニケーションを

主体的に続けようとして

いる。
・理角旱できないところがあ

っても,推測するなどし

て聞き続ける。

【読おこと】
・「読むこと」の言語活動

に積極的,主 体的に取

り組んでいる。
・雖要にAじてメモを取る

など,読んでいる内容に

関鳶をもっている。
・読んだ内容について意見

や感想を述べようとして

と`る。
・雖妥に薦じて辞言などを

活用している。

さまざまな工夫をすること

で,コ ミュニケーションを

主体的に続けようとして

モ`る。
・音読や暗唱に積極的に

取り組んでいる。

【話すこと】
・「話すこと」の言語活動

に積極的,主体的に取



Activitty 9

Lesson il(文 化/説明文)

ChoWenge 3
LOsson i2(科 学/評論)

Acttivity,O

Lesson i3(生 活/メール)

Aclivily I I

Lesson i4(社 会/説明文)

Activily 1 2

Lesson i5(医 療/説明文)

Cho‖en9e 4
Lesson i6(生 活/ウェゲ)

Aclivity 1 3

Lesson i7(社 会/説明文)

Activity 1 4

Lesson i8(言 語/評論)

Activity 1 5

Lesson i9(歴 史/説明文)

Lesson 20(社 会/説明文)

Ch9‖enge 5
Lesson 21(経済/説明文 )

Lesson 22(歴史/説明文)

してヽ`る。

日常的な話題について,

英語の学習で取り扱わ

れた文化について理解

している。

【話すこと】
・言語や言語の運用につ

いての基本的な知識を

身に付けている。
・場面や状況による強勢

やイントネーションの違
tヽ を,里亀子している。

・場面や状況にAじ た表

現を知っている。
・「話すこと」に用いられる

語句や文法を矢口ってい

る。
・日常的な話題について,

英語の学習で取り扱わ

れた文化について理解
している。

・ジェスチャーなど非言語

的なコミュニケーション

手段の役割や用い方を

理角子してtヽ る。
・日常的な話題について,

英語の学習で取り扱わ

れた文化について理解

している。

【書くこと】
。「書くこと」の言語活動に

積極的,主体的に取り

組んでいる。
・間違うことを恐れず自分

の考えなどを書いてい

る。
・自ら進んで書いたものを

読み直し,意欲的に書

き直したりしている。
・自ら学んだ表現や進ん

で集めた情報などを使
って書いている。

・挺要に応じて辞書などを

活用している。
・さまざまな工夫をするこ

とで,コ ミュニケーション

を主体的に続けようとし

ている。
・よりうまく伝わるように

,

別の語匂や表現で宮い

換えたり,説 明して伝え

るなどの工夫をしてい

る。
.表現できないところがあ
っても矢口っている語句や

表現を用いて書き続け

ている。

・文法に従って正しく話す
ことができる。

・伝えたい情報や考えなど

を正確に話すことがで

きる。
・日常的な話題について,

場面や目的に薦じて,

英語で適切に話すこと

ができる。
・伝えたい内容,場面,相

手 ,目 的などに薦じて

語 匂や表現 を選択 し

適切に話すことができ

る。
・相手の発話に対して適

切に応答することがで

きる。
・場面や目的に痣じて適

切な速さや声の大きさ

で話すことができる。
・相手の理解を確記 しそ

れに應じて話すことが

できる。

【書くこと】
・日常的な話題について,

得た情報や自分の考え

を英語で正しく書くこと

わヾできる。
・文法に従って正しく書く

ことがて
｀
きる。

・伝えたい情報や考えなど

を正確に書くことができ

る。

'日 常的な話題について,

場面や目的に應じて ,

英語で適切に言くこと

ができる。
・内容を整理し,姓要な分

量を書くことができる。
・伝えたい内容,場 面,読

み手 ,目 的などに痣 じ

て,語 匂や表現を選択

し適切に書くことができ

る。
・文のつながりや構成を

考えた文章を書くこと

がて
｀
きる。

り組んでいる。
・間違うことを恐れず 自分

の考 えなどを話 してい

る。

・自ら学んだ表現や進んで

集めた情報 などを使 っ

て言舌して七ヽる。
・関鳶をもって質問 してい

る。

1ペア・ワークやグループ・

ワークなどにおいて積極

的に話 し合ったり意見

の交換をしている。
・さまざまな工夫をすること

で,コ ミュニケーションを

主体尚tに続けようとして

ヽ`る。
・うまく宮えないことがあっ

ても,別 の語 匂や茅く現

で言い換えたり,説 明し

て伝えるなどの工夫をし

ている。

・っなぎ言葉 を用 いるな

ど,不 自然な沈黙 をせ

ず話し続けている。

【書くこと】
。「書くこと」の言語活動に

積極的,主 体的に取り

組んでいる。
・間違うことを恐れず自分

の考えなどを書いてい

る。
・自ら進んて

S言
ぃたものを

読み直し,意欲的に書き

直したりしている。
・自ら学んだ表現や進んで

集めた情報などを使っ

て書いている。
・姓要に応じて辞書などを

活用している。
・さまざまな工夫をすること

で,コ ミュニケーションを

主体的に続けようとして

ヽヽる。

・よりうまくイ云わるように
,

別の語匂や表現で言い

換えたり,説 明して伝え

るなどの工夫をしてぃ

る。
・表現できないところがあ

っても矢口っている語句や

表現を用いて書き続け

ていると

備 考



今和 6年度 岡山県立倉敷天城高等学校 普通科 3年 シラバス!

授業形態

ア ドバイス

な ど

スル=り rディングの授 業 は,様 々なテーマの英 文 を読 んだり聞 ャヽたりし,そ の内容 に関 して,ま

た,本 文 の表 現 をA用 して,様 々な表 現 活 動 を行 います。授 業 中:の 活 動 に積 極 的 に参加 しま

しょう。

教科名 科 日名 (校内増称 ) 単位数 教  材

英語 スルギリーァィング L I

Hypёr Li`iening Pre― Aovoncさ d(桐原書店)

Reoding core fOr共 通テスト(啓隆社)

学習の

ねらい

タト国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ、以下の 6つの領域において言語活

動及びこれらを結び付けた統合的な言語活動を通 して、情報や考えなどを的確に理解したり、迫切に

表現したり伝え合ったりするコミュニケ=シ ョンを図る資質・能力を養う。

!①外国語の4技能について、実際のコミュニケーションにおいて活用できる矢口識・技能を身に付けると

外国語の学習を通して、言語の働きや役割などを理解できるようにする。(次口識・技能)

②場所・目的・状況などに應じて、日常的・社会的な話題にっいて、情報や考えなどを外国語で的確に

理解したり適切に伝え合ったりできるようにする。(思考力・判断力・表現力)

③外国語の背景にある文化に対して理解を深め、聞き手・読み手・話し手 1書 き手に配慮しながら(外
国語で聞いたり、読んだりしたことを活用して自分の意見や考えなどを話:し たり書いたりしようとし
ている。 (主体性)

評価の観点 知識・技能 1    思考・判断 :表現 主体的に学習に取り組む態度 ,

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

国語の 4技能につ|ヽ て、実際のコ 1場所 `目 的・状況などに應じて、日常

ミュ■ケーシヨンにおいて活用できる ゃ夕・社会的な話題tlついて、情報や
技能を身に付けている。外国 1考えなどを外国語で的確 tξ 丁里解した

習を通して、言語の働きや役 |り、適切に伝え合ったりしている。

などを理解している。       |

′卜国語の背景にある文化に対して

1 理解を奉め、聞き手・読み手・話し

手・書き手に配慮しながら、外国語

た`り、読んだりしたことを活用

て白′ォ＼の意見や考えなどを聞いた

り、読んだり、話したり書いたりしよ

うとしてtヽ る。

育てたい生徒像

(資質・能力)

との関連

協働力 :多様な他者 とコミュニケ

ーシヨンをとり協力する力  i
省察力 :自 らの行動をと,「(り 返り改

善 し前に踏み出すカ

教養力:幅広い教養と課題発見

解決のための知識・技能

思考力 :論理的に考 え;批判的に

掘 り下げ,創造するカ

表現力 :患考・判断の結果や経過

をわか りやす く伝えるカ

主な

評価方法

O授業
.・

発オ、態度の観察

Oプ レゼラテーシヨンあ観察

O提出課題の点検

O定期考査

〇小テス ト

○授業・発表内容の観察

○授業 ノー ト・提出課題|の 点検

10定期考査

iO小テス ト

iO授業 ・発表内容の観察

|○授業ノート・提出課題の点検



学習の到達目標学期
次口識・技能 思考 '判 断・表現 主体的に学習に取り組む態度

I目 的に合わせて挺妻な情報
を読み取る

2情報を事実と意見に整理する

3目 的に合わせて姓要な情報

を読み取る

4論理の構成、展開に配慮し文

章を修正する

5複数9資器を読み考察する

6資 料を活用しアウトラインを

組み立てる  .

7概要や嬰点をとらえる

8文章を妥約する

7目 的に合わせて雖嬰な情報
を読み取る

Io情報を事実と意見に整理す
る              よ

Iド ロ的に合わせて雖要な情鞭
を読み取る

12情報を事実と意見に整理す
る     「           ・

le読み取った内容を時系列に

書季と華証為是含々IT'Ⅲ妥空

14論 J里 っ構成、展開に固E慮 し
文章を修正する

15複数の資料を読み考察する

‐言語ゃ言語あ運用に?11正 しいリズムやインドネー
いて?基本的な知識

=| 
シヨンなどを用いて,昔

身に付けていると    : 読したり暗唱したりする
。場面や状瀑による強勢 |:ことができる。

惧と逸与れと著T〒
・
1日難受三讐弓計れ聰

・文字や符号を識別する | がオ、現されるように適

【聞くこと】
・理解できないとき,確記

したり,繰 り返しや説明
を求めたりしている。

。日常的な話題について

の英語を聞いて,情報
や考えなど相手が伝え
ようとすることを正確に
理角睾することわヾて

｀
きる。

・リズムやイントネ=ション

など基本的な英語の音

声の特徴をとらえ,正 し

く聞き取ることができ

る。       1
・聞いた内容について正し

く理解することができ

る。      
‐

【読むこと】
・理解できないところおヾあ

ちても,推測子るなどし i

て読み続けてぃる。  .
日常的な話蓮にういての

英語を正しく音読したり

暗唱したりすることがて
｀

きる。    1

切に音読 したり暗唱し

たりすることわヾできる。
「

【話すこと】 :

1日 常的な話題について

英語で情報や考えなど

を正しく話すことができ
る。

・正しt｀ リズムやイントネー
ションなどを用いて,話
すことができる。  .

・文法に従って工しく話す
ことができる。

・伝えたい情報や考えなど

を正確に話すことがで

きる。
・甲常的な話題について,

【聞くこと】
。「聞くこと」の言語活動に

積極 的 ,主 体 的に取 り

組んでいる。
・相 手 を見 て話 を聞 いた

り,兇 要に薦 じてメモを

取るなど,相 手の話 に

関慮を持っている。
・聞いたことについてジェ

スチヤーや簡単なことば

で応答したりしている。
・聞いた内容にういて意

見や感想を述べようとし
ていると

・さまざまな■夫をすること

で,■ミュニケーションを

主体的に続けようとして

モヽると

'翼解できないところがあ
っても,推 測するなどし

て聞き続ける。

【読むこと】

,「 読 0こ と」の言語活動
に積極的,主体的に取

rり 組んでいる。
・雖妥に應じてメモを取る

など,読んて
｀
いる内容に

関慮をもっている。
・読んだ内容について意見

や感想を述べようとして
,い る。

・え晏に應じて辞書などを

活用している。
さまざまな工夫をすること
! でiコミュニケーショジを

主体的に続けようとして
いる。| ′

1音読や暗唱 tと 積極的に

取り組んでいる。

【話すこと】      !
・「話すこととの言語活動

に積極的,主体的に取

り組んて
Stく

る。
と間違うことを1恐 れず自分
の考えなどを話 してい

る。
・自ら学んだオ＼現や進んで

【聞くこと】
・場面や状況に痣じたをく

現を矢口ってtヽ る。
・「F耳]く こと」に用いられる

語匂や文法を矢口ってぃ

る。

・日常的な話題について,

英語の学習で取り扱わ

れた文化について理解

している。
・ジェスチャーなど非言語

的なコミュニケーション

手段の役割や用い方を

理角旱している。 「

・日常的な話題につぃて,

英語の学習で取 り扱わ

れた文化について理解

している

【読むこと】
・読んだ内容について相尭

妻や要点を把握するこ

とわヾできる。
・文や文章を目的にκじ

た適切な速さで読み取
ることができる。

女口識を身に付けている。
・場 面や状況 に庵 じた表

i現を知ってぃる。
・文章の流れ についての

次口識がある。
。「読むこと」に用いられる

語 句や文法 を矢口って、ヽ

る。       : ・

・日常的な話題について,

英語の学習で取り扱わ

れた文化にういて理解

している。     ∫

。日常的な話題 について,

英語の学習で取り扱わ

れた文化について理解

している。   i



16資料を,舌 用しアウトラインを

組み立てる

17概要や要点をとらえる

18文章を要約する

19,20速読を強く意識し目的
に合わせて雖要な情報を正確
に読み取る

【話すこと】
・言語や言語の運 用につ

いての基本的な矢口識 を

身に付けている。
・場 面や状況 による強勢

やイントネーションの違

七ヽを理角千している。
・場 面や状況 に痣 じた表

現を矢口っている。
・「話すこと」に用いられる

語 匂や文法 を矢口ってい

る。
・日常的な話題 について

,

英語の学習で取り扱わ

れた文化について理解

している。
・ジェスチャーなど非言語

的なコミュニケーション

手段の役害Jや用い方を

理角旱してtヽ る。
。日常的な話題 について ,

英語の学習で取 り扱わ

れた文化 について理解

している。

【書くこと】
・「書くこと」の言語活動に

積極 的 ,主 体的 に取 り

組んでいる。
・間違うことを恐れず自分

の考 えなどを書 いてい

る。
・自ら進んで書 tヽ たものを

読 み直し,意 欲 的に書

き直したりしている。
・自ら学んだ表現 や進ん

で集めた情報などを使

って壱燕 てヽいる。
・X要に応じて辞書などを

活用している。
・さまざまな工夫をするこ

とで ,コ ミュニケーション

を主体的に続けようとし

ている。
・よりうまく伝わるように

,

別の語匂や表現で言い

換えたり,説 明して伝え

るなどの工 夫 をしてい

る。
・表現て

｀
きないところ々ヾあ

っても矢口っている語匂や

表現 を用いて書 き続 け

ている。

場 面や 目的 に痣 じて,|
英語で適切 に話すこと

わヾできる。
・伝 えたい内容,場 面,相

手 ,目 的 などに応 じて

語 匂 や 表 現 を選 択 し

適切 に話すことができ

る。
・相 手 の発 話 に対 して適

切 に痣 答することがで

きる。
・場 面や 目的に応 じて適

切な速さや声の大きさ

てモ舌すことができる。
・相 手 の理 解 を確記 しそ

れ に痣 じて話すことが

て
｀
きる。

【書くこと】
。日常的な話題について,

得た情報や自分の考え

を英語で工しく書くこと

がて
゛
きる。

・文法に従って正しく書く

ことができる。
・伝えたい情報や考えなど

を正確に書くことができ

る。
・日常的な話題について,

場面や目的に応じて
,

英語で迫切に書くこと

わヾて
Sき

る。
・内容を整理し,捲要な分

量を書くことがて
｀
きる。

・伝えたい内容,場 面,読

み手 ,目 的などに応じ

て,語 匂や表現を選択

し迫tttに書くことかヾて
｀
き

る。
・文のつながりや構成を

考えた文章を書くこと

がて
｀
きる。

集めた情報 などを使っ

て言舌してヽヽる。
・関はをもって質問 してい

る。
・ペア・ワークやグループ・

ワークなどにおいて積極

的に話 し合ったり意見

の交換をしている。
・さまざまな工夫をすること

で ,コ ミュニケーションを

主体白9に続けようとして

いる。
・うまく言えないことがあっ

ても,別 の語 匂や表現

で言い換 えたり,説 明し

て伝えるなどの工夫をし

ている。
。つなぎ言 葉 を用 いるな

ど,不 自然な沈黙 をせ

ず話し続けている。

【書くこと】
・「書くこと」の言語活動に

積極的,主 体的に取り

組んでいる。
・間違うことを恐れず自分

の考えなどを書いてい

る。
・自ら進んで書いたものを

読み直し,意欲的に書き

直したりしている。
・自ら学んだ表現や進んで

集めた情報などを使っ

て書いてヽヽるq

。捲要に薦じて辞書などを

活用している。
・さまざまな工夫をすること

で,コ ミュニケ‐ションを

主体白tに続けようとして

いる。
・よりうまく伝わるように

,

別の語旬や表現で言い

換えたり,説 明して伝え

るなどの工夫をしてぃ

る。
・表現できないところがあ

っても矢口っている語匂や

表現 を用いて書 き続 け

ている。

備 考



谷不口6年度 岡山県立倉敷天城高等学校 普通科 3年 シラバス

授業形態

ア ドバイス

な ど

英 語 表 現 スルーリーディングの授 業 は,様 々なテーマの英 文 を読 んだり聞 いたりし,そ の内 容 に

関 して,ま た,本 文 の表 現 を応 用 して,様 々なオく現 活 動 を行 います心授 業 中 の活 動 に積 極 的 に

参 加 しましょう。

教科名 科 目名 (校 内名称 ) 単位数 教  材

英 語 英語表現スルーリーディング R
Hyper Lisiening Pre―Advohced(桐原書店)

Smorl Reoder Siondord(い いずな書店)

学習の

ねらい

タト国語によるコミュニケーシ ョンtiお ける見方・考 え方を働かせ,以下の 6つ の領域 において言語活

壼力及びこれらを結び付けた統合的な言語活動を通して、情報や考えなどを的確に理解したり、過切に

表現したり伝え合ったりするコミュニケーシヨンを図る資質・能力を養う。

①外国語の 4技能について、実際のコミュニケーションにおいて活用できる矢口識・技能を身に付ける。
タト回話の学習を通 して、言語の働きや役蜘などを理解できるようにする。(知識・技能)

②場所・目的・状況などに薦じて、日常的・社会的な話題について、情報や考えなと|を 外国語で的確に

理解したり適切に伝え合ったりできるようにする。(患考力・半」断力・オ<現力)

③外国語の背景にある文化に対 して理解 を凍め、聞 き手・読み手・話 し手・書 き手に配慮 しなが ら、外

国語で聞いたり、読んだりしたことを活用して自分の意見や考えなどを話したり書いたりしようとし
ている。 (主体性 )

評価の観点 次口識・技能 1    思考・判断・表現 主体的 に学習に取 り組む態度

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

国語の 4技能について、実際のコ 場 所。目的・状況などに庵じて、日常 ント国語の背 景 にある文化に対 して

ユニケーションにおいて活用できる I中・社会的な話題について、情報や 1 審解を琴め、聞き手・読み手・話し
識1技能を身に付けている。外国 1考 えなどを外菌蓄で的確に理解した 1手・書き手に配慮しながら、外国語

学習を通して、言語の働きや役 りく適切に伝え合ったりしている。  |で聞いたり、読んだりした|こ とを活用

などを理解している。 ;し て自分の意見や考えなどを聞いた

り、読んだり、話 したり書いたりしよ

うとしているs

育てたい生徒像

(資 質,能力)

との関連

教養力 :幅広い教養 と課題発見・

解決のための矢口識・技能

墨考力 :論理的に考え,キしと判的に 1協働力:多様な他者とコミユニケ

掘り下げ,創造する力     |― ショ)を とり協力する方

表現力 :墨考・判断の結果や経過 1省察力:自 らの行動を振 り返り改

をわかりやすく伝える力    :善 し前に踏み出すカ

主な

評価方法

O定期考査

〇小テス ト

O授業・発表内容の観察

○授業 ノー ト :提出課題の点検

O定期考査

〇小テス ト

O授業・発オく内容の観察

O授業 ノー ト ,提 出課題の点検

O授業・発をく態度の観察

oプ レゼンテーシ ョンの観察

○提出課題の点検



学期

知識・技能 思考・判断・表現 :主体的に学習に取り組お態度
!主格の関係代名詞で名詞を

修飾する

2目 的格の関係代名詞で名詞
を修飾する

3所有格の関係代名詞で名詞
を修飾する

4関係代名詞の前に前置詞が
入る

5名詞にく主語+動詞〉が直接
続く

6不定詞を使つて名詞を修飾す
る

7過去分詞を使ちて名詞 を修
飾する

8現在分詞 を使って名詞を修
飾する

9奉 詞に前置詞匂が続く
iO名詞修飾のポイントが節め

中に複数ある

11名 詞修飾のポイントが文の

中に複数ある
12同格の十hol節で内蓉を述
べる   i
I・3:関係代名詞 wholを 使って

名詞節を作る

14動名詞が主語になる
1 5wheiherを使ちて名詞節を
つくる

16形式主語の i十 を使う
17形式目的語の ■を使う
18,is～ IⅢ。|._9強 調構
文を使う

19しヒ較表現を使う

20仮定法を使う

21s。
～

thOI._を使う
22 nOt 91ly～ bじ101sO._を
使う

23否定語が文頭に出て倒置
が起こる

24文の要素の順番が変わる

?5く the+しヒ較級 ,thさ +比 較

級〉の構文を使う

26 thot節 をOndで結しSミ
27等位接続詞で共通関係を
つくる

23関係代名詞の非 F艮 定用法
を使う①
29関係代名詞の非FR定用法
を使う②
30分詞を使って補足説明を加

【聞くこと】
・場面や状況に庵じた表

現を矢口っている。
・「聞くこと」に用いられる

語匂や文法を次口ってぃ

る。
。日常的な話題につぃて,

英語の学習で取り扱わ

れた文化について理解
している。

・ジエスチャ■など井言語
的なコミュニケfション

手段の役割や角ぃ方を

理角子してぃる。
・日常的な話題につぃて,

英語の学習で取り扱わ

れた文化について理解

している

【読むこと】
,読 んだ内容について概

要や要点 を把握するこ

とわヾできる。   |
来や文章を目的にAじ
た適切な速さで読み取
ることわヾて

｀
きる。

言語や言語の運用につ

いての基本的な矢口識を

身に付けている。

場面や状況による強'勢

。文字や符号を識別する

矢口識を身に付けている。
・場面や状況に應じた表

現を矢口うている。
・文章の流れについての

矢口識がある。  i
・「読おことjに月いられる

:語匂や文法を知ってtヽ

るぅ     .  :
'日 常的な話題について,

英語の学習で取り扱わ
れた文化にういて理解
している」

・日常的な話題について,

英語の学習で取り扱わ
れた文 1ヒ についてテlE解

している。

【聞くこと】 |【聞くこと】

・リズムやイントネーション: スチャーや簡単なことば
なr基本的な英語の音 | で應答したりしてぃる。

:声 の特徴をとらえ,正 し |・ 聞いた内容について意

.潔i蓮 :と、と茸 1屋 廷 甕 覧
く理解すoこ とができ| ですコミユニケーシ当ンを
る。         1 主体的に続けようとして

| いる。

【読oこと】  ―  : li理解できなぃところかあ

呼ご執洋二念暮を1毛tttIるTし
て読み続けていると  |

甲常的な話題につtヽてあ i

籠:を1汚憲肇常1壻熱発と」オ言桑動
きる。       | に積極的,主体的に取

・正しいリズムゃイントネー |「 り駐んでいる。
シヨィなどを用いて,音 |・ 挺要に痣じてメモを取る

報 雪FりTI隷駆 髭F含
た

‐理解で きないとき,確 誕

したり,繰 り返 しや説明

を求めたりしているこ
`日 常的な話題 について

の英語 を聞いて,情報

や考えなiど相手が伝え

ようとすることを正確 に

理角卒することができる。

がオく現されるように適
切に音読したり暗唱し
たりす冷ことができる。

【話すこと】
,日 常的な話題にっいて

英語で情報や考えなど
を正しく話すことができ
る。

・正しいリズムやイントネー

ンヨン4rを用いて,話
すことができる。

・文法に従って正しく話す
ことができる。

・伝えたい情報や考えなど

を手確|こ 話すことがで
|

きる。          |
=日 常的な話理につt｀ て,|

・「聞くこと」の言語活動に

積極的,主 体的に取り

組んでぃる。
・相手 を見て話を聞いた

り,姓妻に庵じてメモを

取るなど,相手め話 に

関鳶を持っている。
・聞いたことについてジェ

1読んだ内容について意見
や感想を述べようとして
t｀ る。

・挺妥に應じて辞書などを

活用している。

さまざまな工夫をすること

で,コ ミュニケーシヨンを
i主公的に続けようとして
いる。      |

:音 読 や暗t昌 に積極 的に

取り組んでいる。

【話すこと】
。「話すこと」の言語活動

に積極的,主体的に取

り組んでいる。
・間違うことを恐れず自分

の考えなどを話 してい

る。

・自ら学んだ表現や進んで

摂を通青振I著午IF難奏輩1裁羅



える

31分詞を使って副詞的な意味
を表す

32 wilh使 って付帯状況を表
す

33〈 動詞十名詞+不定詞〉の

言吾
"贋

をイ吏う

34く 動詞十名詞 +動 詞の原
形〉の語順を使う

35(動 詞十名詞+補語)の 語
J贋 をイ史う

【話すこと】
・言語や言語の運 用につ

いての基本的な矢口識 を

身に付けている。
・場 面や状況 による強勢

やイントネーションの違
いを理角子している。

・場 面や状況 に應 じた表

現を矢口っている。
・「話すこと」に用いられる

語 句や文法 を矢口ぅてい

る。
・日常的な話題 について,

英語の学習で取 り扱わ

れた文化について理解

している。
・ジェスチャーなど非言語

的なコミュニケーション

手段の役割や用い方を

理角旱している。
・日常的な話題 について

,

英語の学習で取り扱わ

れた文化について理解

している。

【書くこと】
・「書くこと」の言語活動に

積極 的,主 体 的に取 り

組んでぃる。
・間違うことを恐れず 自分

の考 えなどを書 いてい

る。
・自ら進んで書いたものを

読 み直し,意 欲 的 に書

き直したりしている。
・自ら学んだ表現 や進ん

で集めた情報などを使
って書いている。

・蜂要に痣じて辞書などを

活用している。
・さまざまな二夫をするこ

とで,コ ミュニケーション

を主体的に続けようとし

ている。
・よりうまく伝わるように

,

別の語匂や表現で言い

換えたり,説 明して伝え

るなどの工夫 をしてぃ

る。

'表現できないところがあ
っても次口ってぃる語句や

表現 を用いて書 き続 け

ている。

場 面や 目的に応 じて ,

英語で迫切 に話すこと

がて
｀
きる。

・伝えたい内容,場 面,相

手 ,目 的などにAじ て

語 匂や表 現 を選 択 し

適切 に話すことおヾでき

る。
・相手 の発話 に対 して迪

切 にA答することがで

きる。

・場 面や 目的に痣 じて適

切な速さや声の大きさ

てモ舌すことがて
ヾ
きる。

・相 手 の理 解 を確記 しそ

れ に薦 じて話すことが

て
｀
きる。

【書くこと】
。日常的な話題について

,

得た情報や自分の考え

を英語で正しく書くこと

わヾて
｀
きる。

・文法に従って正しく書く
ことがて

｀
きる。

・伝えたい情報や考えなど |

を正確に書くことができ |

る。           |
・日常的な話題につぃて,|

場面や目的に痣じて,|
英語で適切に書くこと

ができる。
・内容を整理し,X要な分

量を書くことができる。
・伝えたい内容,場 面,読

み手 ,目 的などに應じ

て,語 旬や表現を選択
し適七刀に書くことがて

ヾ
き

る。
・文のつながりや構成を

考えた文章を書くこと

がて
ヾ
きる。

集 めた情報 などを使 っ

て言舌している。

関鳶をもって質問 してい

る。

ペア・ワークやグループ・

ワークなどにおいて積極

的に話 し合 ったり意見

の交換をしてぃる。

さまざまな工夫をすること

で ,コ ミュニケーションを

主イ本白9に続けようとして

いる。

うまく言えないことなヾあっ

ても,別 の語 匂や表現

で言い換えたり,説明し

て伝えるなどの工夫をし

ている。

つなぎ言葉 を用 いるな

ど,不 自然 な洸黙 をせ

ず話 し続けている。

【書くこと】
・「書くこと」の言語活動に

積極 的 ,主 体 的 に取 り

組んでいる。
・間違うことを恐れず 自分

の考 えなどを書 いてい

る。
・自ら進んで書いたものを

読み直し,意欲的に書き

直したりしている。
'自 ら学んだ表現や進んで

集めた情報 などを使っ

て書いている。

姓妻に痣 じて辞書などを

'舌

用している。

さまざまな工夫をすること

で,コ ミュニケーションを

主体白9に続 けようとして

いる。

よりうまく伝わるように
,

別の語旬や表現で言い

換えたり,説 明して伝え

るなどの工 夫 をしてぃ

る。

表現て
｀
きないところがあ

っても矢口っている語句や

表現 を用いて書 き続 け

ている。

備 考


